
1 

 
松
坡
文
庫
研
究
会 

第
七
回
講
演
会 

 

（2
0
2
4
.2

.4
 S

u
n

. 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 

多
目
的
室
） 

 

松
坡
先
生
と
鎌
倉
の
寺
社 

 
 
 

松
坡
文
庫
研
究
会 

代
表 

袴
田 

潤
一 

 

本
講
演
の
概
要 

 

Ａ
．
松
坡
田
辺
新
之
助 

 

Ｂ
．
松
坡
先
生
と
鎌
倉 

 
 

① 

鎌
倉
移
居
以
前 

 

② 

鎌
倉
へ
の
移
居 

 
 

③ 

鎌
倉
へ
の
移
居
前
後
の
松
坡
先
生
と
鎌
倉
の
寺
社 

 
 

④ 

鎌
倉
同
人
会
（
大
正
四1

9
1
5

年
発
足
）
等
に
よ
る
交
友
の
広
が
り 

 

Ｃ
．
松
坡
先
生
と
鎌
倉
の
寺
社 

 
 

① 

寿
福
寺 

 
 

② 

妙
本
寺 

 
 

③ 

鶴
岡
八
幡
宮 

 
 

④ 

そ
の
他 

  

Ａ
．
松
坡
田
辺
新
之
助 

 

文
久
二
年
一
月
八
日1

8
6
2
.2

.6

～
昭
和
十
九1

9
4
4

年
二
月
二
十
四
日 

田
辺
松
坡
、
名
は
正
守
、
字
は
子
慎
、
称
は
新
、
新
之
助
、
別
号
に
菱
花
山
人
。
肥
前
唐
津
の
人
。
唐
津
藩

士
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
維
新
後
唐
津
に
戻
る
。
山
田
忠
蔵
の
廓
然
堂
で
和
漢
学
を
学
び
、
唐
津
藩

耐
恒
寮
に
赴
任
し
て
き
た
高
橋
是
清
に
私
的
に
英
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
唐
津
伝
習
所
、
唐
津
準
中
学
校

に
学
ん
だ
後
上
京
し
、
東
京
大
学
予
備
門
で
普
通
学
を
修
め
る
。
明
治
十
五
（1

8
8
2

）
年
、
高
橋
是
清
の
推
輓

で
共
立
学
校
（
後
の
東
京
開
成
中
学
校
）
の
英
語
・
地
理
教
授
と
な
り
、
明
治
三
十
（1

8
9
7

）
年
か
ら
校
長
を

務
め
る
。
開
成
中
学
校
校
長
在
職
中
の
三
十
六
（1

9
0
3

）
年
、
逗
子
に
第
二
開
成
学
校
（
現
在
の
逗
子
開
成
中

学
校
・
高
等
学
校
）
を
、
翌
年
鎌
倉
に
鎌
倉
女
学
校
（
現
在
の
鎌
倉
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
）
を
設
立
し

校
長
と
な
り
、
逗
子
開
成
は
大
正
二
（1

9
1
3

）
年
ま
で
、
鎌
倉
女
学
校
（
鎌
倉
高
等
女
学
校
）
は
昭
和
九
（1

9
3
4

）

年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
教
育
に
お
け
る
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
上
京
後
、
岡
本
黄
石
・
大
沼
枕
山
に
漢
詩
を
学
び
、
明
治
十
七
（1

9
8
4

）
年
か
ら
晩
翠
吟
社
に
参
加
。

「
松
坡
」
の
号
は
こ
の
頃
、
同
郷
の
師
で
あ
る
中
澤
見
作
よ
り
与
え
ら
れ
た
。『
日
本
名
家
詩
選
』（
脇
屋
義
質

編 

須
原
屋
茂
兵
衛 

明
治
十
九
年
）
に
作
品
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
十
代
半
ば
で
漢
詩
壇
に
颯
爽
と
デ

ビ
ュ
ー
し
、
晩
翠
吟
社
で
は
幹
事
と
し
て
杉
浦
梅
潭
を
助
け
、
向
山
黄
村
没
後
は
批
正
も
担
当
し
、
明
治
三
十

（1
8
9
7

）
年
か
ら
は
『
毎
日
新
聞
』
詩
壇
（
漢
詩
）
の
撰
者
を
務
め
た
。
ま
た
、
杉
浦
梅
潭
、
樺
山
資
紀
の
詩

集
を
編
む
な
ど
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
詩
壇
で
活
躍
し
た
。
各
地
の
多
く
の
碑
・
墓
誌
の
撰
文
な
ど
も
手
掛

け
て
い
る
。『
小
笠
原
壱
岐
守
長
行
』
の
編
纂
委
員
で
も
あ
っ
た
。 

明
治
三
十
七
、
三
十
八
年
頃
、
鎌
倉
に
居
を
移
し
、
亡
く
な
る
ま
で
鎌
倉
に
住
ん
だ
が
、
鎌
倉
同
人
会
設
立

（「
同
人
会
」
の
命
名
、
設
立
趣
意
書
の
起
草
）
に
関
わ
り
、
鎌
倉
市
内
に
あ
る
旧
蹟
保
存
指
導
標
の
撰
文
に
も

携
わ
っ
た
。
ま
た
、
市
内
で
漢
詩
の
講
読
会
を
開
き
、
自
ら
漢
詩
会
（
松
社
）
を
主
宰
し
、
鎌
倉
の
文
化
人
・ 
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 政
治
家
・
財
界
人
・
軍
人
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
清
雅
な
都
市
鎌
倉
の
文
化
的
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

間
島
弟
彦
と
の
親
交
か
ら
、
間
島
の
没
後
、
鎌
倉
図
書
館
建
設
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
「
間
島
君
旌
徳
碑
」

（
旧
図
書
館
、
現
「
お
な
り
子
ど
も
の
家
こ
ば
と
」
脇
）
の
撰
文
に
当
た
っ
た
。 

昭
和
十
九
（1

9
4
4

）
年
二
月
二
十
四
日
、
肺
炎
に
よ
り
死
去
。
享
年
八
十
三
。
杏
庵
松
坡
居
士
。
墓
所
は
鎌

倉
寿
福
寺
。 

戦
後
、
ご
遺
族
よ
り
漢
籍
を
中
心
と
し
た
膨
大
な
旧
蔵
書
が
鎌
倉
市
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
今
日
「
松
坡
文

庫
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

配
、
水
谷
氏
鍈
（
慶
応
元
年
十
二
月
三
日 

1
8
6
6
.1

.1
9

～
昭
和
十
六

1
9
4
1

年
十
二
月
十
五
日
）
と
の
間
に

三
男
四
女
。
長
男
元
は
文
化
勲
章
受
章
の
哲
学
者
、
次
男
至
は
黒
田
清
輝
門
下
の
西
洋
画
家
。
孫
に
田
辺
穣
（
画

家
）、
野
沢
謙
（
農
学
者
）、
野
沢
協
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）、
曾
孫
に
田
辺
匠
（
建
築
家
）、
野
沢
尚
（
作
家
・

脚
本
家
）
が
い
る
。 

                       
 
 
 
 
 
 
 

田
辺
新
之
助 

昭
和
九
（1

9
3
4

）
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
倉
高
等
女
学
校
校
長 

退
職
記
念
の
組
写
真
の
一
枚 
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 Ｂ
．
松
坡
先
生
と
鎌
倉 

  

① 
鎌
倉
移
居
以
前 

 
鎌
倉
妙
本
寺 

 
 

 

鎌
倉
妙
本
寺 

老
木
千
章
森
刺
天 

 

老
木
千
章 

森
と
し
て
天
を
刺
す 

不
聞
人
語
只
鳴
蝉 

 

人
語
を
聞
か
ず 

只
だ
蝉
の
鳴
く
の
み 

山
門
岑
寂
通
危
磴 

 

山
門
は
岑
寂
と
し
て
危
磴
に
通
じ 

雲
白
苔
靑
六
百
年 

 
雲
白
く 

苔
青
く 

六
百
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
太
陽
』
第
四
巻
第
十
一
号 

博
文
館 

明
治
三
十
一1

8
9
8

年
五
月
二
十
日
） 

  

② 

鎌
倉
へ
の
移
居 

 
 

ａ
．『
新
文
學
』（
第
五
巻
第
五
号 

明
治
四
十
三1

9
1
0

年
一
月
）
所
載
の
「
新
年
雜
詠
」
詩
の 

 
 
 

第
七
句
に
「
湘
南
五
度
新
迎
歳
（
湘
南
、
五
度
新
た
に
歳
を
迎
う
）」
と
あ
り
、
松
坡
の
鎌
倉
へ
の
移
居 

は
明
治
三
十
八1

9
0
5

年
の
こ
と
だ
と
推
察
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

※ 

鎌
倉
女
学
校
創
設
の
翌
年
、
明
治
三
十
八1

9
0
5

年
？ 

 
 
 
 

※ 

松
坡
の
二
女
横
地
秀
の
証
言
（
古
田
中
正
次
『
鎌
倉
そ
し
て
鎌
女
』19

8
1
 

p
.5

7

）
に
拠
れ
ば
、 

移
居
の
時
期
は
明
治
三
十
七1

9
0
4

年
四
月
か
？ 

 
 
 
 

※ 

最
初
の
住
ま
い
は
小
町
（
も
と
ま
ち
ユ
ニ
オ
ン
付
近
？
） 

 
 
 
 
 
 

そ
の
後
、
小
町
（iza

鎌
倉
西
側
）、
扇
ケ
谷
（
寿
福
寺
付
近
）、
原
ノ
台
、
和
田
塚
、
乱
橋
な
ど 

に
住
み
、
長
く
借
家
住
ま
い 

  

③ 

鎌
倉
へ
の
移
居
前
後
の
松
坡
先
生
と
鎌
倉
の
寺
社 

 
 

ａ
．
片
野
玄
貞
（
日
蓮
宗
僧
侶
）
と
の
交
友 

 
 
 
 
 
 

池
上
中
檀
林
、
雙
榎
大
檀
林
で
修
学 

 
 
 
 
 
 

明
治
三
十
七
（1

9
0
4

）
年
、
鎌
倉
に
来
て
藤
原
日
迦
（
妙
本
寺
・
龍
口
寺
）
の
も
と
で
修
行 

 
 
 
 
 
 

晃
陽
と
号
し
て
漢
詩
を
よ
く
し
た
が
、
松
坡
の
知
友
で
あ
る
岸
上
質
軒
・
上
村
賣
劍
と
は
明
治 

 
 
 
 
 

三
十
八
（1

9
0
5

）
年
頃
に
は
親
交
が
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 

田
辺
松
坡
に
詩
の
教
え
を
受
け
る 

 
 
 
 
 
 

晃
陽
片
野
玄
貞
に
「
訪
松
坡
先
生
賦
呈
（
松
坡
先
生
を
訪
う
て
、
賦
し
呈
す
）」
と
い
う
詩
有
り 

（
明
治
三
十
九1

9
0
6

年
） 

 
 

ｂ
．
片
野
玄
貞
と
の
交
友
を
通
じ
て
、
松
坡
は
日
蓮
宗
僧
侶
（
島
田
日
雅
な
ど
）
及
び
日
蓮
宗
寺
院
と
の 

関
係
を
深
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る 

  

④ 

釈
宗
演
（
円
覚
寺
・
建
長
寺
・
東
慶
寺
）
と
の
交
友 

ａ
．
角
田
翁
頌
徳
碑
（
鎌
倉
市
玉
縄
小
学
校
内
）
大
正
三
（1

9
1
4

）
年
十
二
月 

篆
額
・
撰
文 

釋
宗
演 

 
 
 
 
 

書 
 
 
 
 

松
坡
田
辺
新
之
助 

 

⑤ 

鎌
倉
同
人
会
（
大
正
四1

9
1
5

年
発
足
）
等
に
よ
る
交
友
の
広
が
り 

 
 
 
 

内
田
智
光
（
寿
福
寺
）、
菅
原
時
保
（
建
長
寺
）、
菅
原
東
丘
（
報
国
寺
）、
國
立
正
呉
（
建
長
寺
） 

 

な
ど 
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 Ｃ
．
松
坡
先
生
と
鎌
倉
の
寺
社 

  

① 
寿
福
寺 

 
 

ａ
．
鎌
倉
市
扇
ヶ
谷
に
あ
る
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
寺
。
亀
谷
山
寿
福
金
剛
禅
寺
。
本
尊
は
釈
迦
三
尊
。
鎌 

倉
五
山
の
第
三
位
。
こ
の
寺
は
も
と
源
義
朝
の
邸
宅
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
没
後
岡
崎
四
郎
義
実
が
こ
の 

地
に
亀
谷
堂
を
建
て
、
正
治
二
（1

2
0
0

）
年
、
北
条
政
子
が
栄
西
を
開
山
と
し
て
伽
藍
を
建
立
し
た
の 

に
始
ま
る
。
建
保
三
（1

2
1
5

）
年
、
栄
西
が
没
す
る
と
門
弟
退
耕
行
勇
が
住
持
し
、
こ
の
寺
は
日
本
の 

初
期
の
禅
宗
史
上
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。中
世
に
は
た
び
た
び
兵
火
に
見
舞
わ
れ
、 

足
利
氏
の
衰
退
と
共
に
荒
廃
が
進
ん
だ
。
嘗
て
は
正
隆
庵
、
悟
本
庵
、
松
鵠
庵
、
桂
光
庵
、
大
沢
庵
、 

定
光
庵
な
ど
や
、
乾
徳
寺
な
ど
の
塔
頭
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
山
門
、
中
門
、
仏
殿
、
客
殿
、
庫
裡
を 

残
す
の
み
で
あ
る
。
寺
宝
の
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
、
紙
本
墨
書
『
喫
茶
養
生
記
』
は
国
重
要
文
化
財
。 

本
尊
の
釈
迦
像
（
県
文
化
財
）
は
唐
の
陳
和
卿
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
籠
で
上
を
張
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
か 

ら
籠
釈
迦
と
い
う
。
境
内
は
国
史
跡
。
な
お
、
背
後
の
山
麓
に
は
源
実
朝
、
北
条
政
子
の
墓
と
伝
え
る 

五
輪
塔
を
納
め
た
や
ぐ
ら
が
あ
る
。 

  
 

ｂ
．
松
社
の
月
例
会 

 

 

禪
房
淸
集 

分
韻 

 
 

 

禅
房
清
集 

分
韻 

壽
福
禪
關
竹
樹
扉 

 
 

 

寿
福
禅
関 

竹
樹
の
扉 

黄
鶯
聲
滑
與
春
宜 

 
 

 

黄
鶯
の
声
滑
ら
か
に 

春
と
宜
し 

半
簾
紅
雨
花
香
碎 

 
 

 

半
簾
の
紅
雨 

花
香
砕
け 

一
塔
靑
嵐
晷
影
移 

 
 

 

一
塔
の
青
嵐 

晷
影
（
キ
エ
イ
）
移
る 

當
日
開
山
傅
茗
種 

 
 

 

当
日
の
開
山 

茗
種
を
伝
え 

如
今
居
士
撚
霜
髭 

 
 

 

如
今
の
居
士 

霜
髭
を
撚
る 

雲
龕
隔
斷
軟
塵
地 

 
 

 

雲
龕 

隔
て
断
つ 

軟
塵
の
地 

題
壁
貫
珠
長
短
詩 

 
 

 

題
壁
の
貫
珠 

長
短
の
詩 

『
漢
詩
春
秋
』
第
十
九
巻
第
五
号 

昭
和
十
（1

9
3
5

）
年
五
月
一
日 

  
 
 
 

松
坡
が
主
宰
す
る
松
社
の
月
例
会
の
折
の
作 

 
 
 
 

白
い
髭
を
撚
っ
て
い
る
当
今
の
居
士
＝
内
田
智
光
師 

 
 
 
 

こ
の
詩
が
書
か
れ
た
軸
が
寿
福
寺
に
あ
る 

 
 
 
 
 

「
乙
亥
春
晩
禅
房
清
集
分
韻
作
録
似
壽
福
寺
上
人
」
と
の
為
書
き
が
あ
り
、
乙
亥
年
、
昭
和
十
年 

三
月
の
詩
会
の
折
に
詠
じ
ら
れ
、
内
田
智
光
師
に
贈
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る 

 

ｃ
．
松
坡
に
よ
る
漢
詩
講
義 

 
 
 
 
 
 

昭
和
十
一
（1

9
3
6

）
年
頃
、
建
長
寺
正
統
院
の
國
立
正
呉
が
内
田
智
光
に
漢
詩
の
勉
強
を
し
な 

 
 
 
 
 

い
か
と
提
案
し
、
松
坡
に
指
導
を
依
頼 

松
坡
が
会
の
名
を
「
晩
翠
会
」
と
し
た 

 

会
員
は
十
名
ば
か
り 

始
め
は
即
題
（
そ
の
場
で
題
を
与
え
ら
れ
て
漢
詩
を
作
る
）
だ
っ
た
が
、『
清
詩
評
注
読
本
』
の 

講
義
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た 

 
 
 
 
 

教
材
は
『
田
邊
松
坡
先
生
講
本
』 

 
 
 
 
 

松
坡
の
高
齢
化
（
七
十
九
歳
）
に
よ
り
昭
和
十
五
（1

9
4
0

）
年
頃
に
終
了 
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『
田
邊
松
坡
先
生
講
本
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
個
人
蔵
） 

  
 

ｄ
．
内
田
智
光
の
漢
詩 

寿
福
寺
総
門
脇
「
源
実
朝
を
し
の
ぶ
」
碑
（
鎌
倉
同
人
会 

1
9
9
2

） 
碑
陰 

  
 
 
 
 

同
人
會
讃
實
朝
情 

 
 

同
人
会 

実
朝
の
情
を
讃
え 

 
 

 
 

 

建
碑
門
頭
唱
至
誠 

 
 

門
頭
に
碑
を
建
て 

至
誠
を
唱
う 

 
 

 
 

 

海
波
毫
趣
呈
推
敲 

 
 

海
波
の
毫
（
＝
豪
）
趣 

推
敲
を
呈
（
シ
メ 

ア
ラ
ワ
）
し 

春
秋
八
百
笑
相
迎 

 
 

春
秋
八
百 

笑
い
て
相
迎
う 

 

亀
谷
山
壽
福
寺
閑
栖
智
光
題 

  
 
 
 
 
 

※ 

転
句 

 

大
海
の
磯
も
と
ど
ろ
に
よ
す
る
波 

わ
れ
て
く
だ
け
て
さ
け
て
散
る
か
も
（
源
実
朝
） 

 
 

 
 

 
 

※ 

結
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

碑
は
実
朝
生
誕
八
百
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た 

  
 

ｅ
．
三
千
、
松
坡
、
鍈
の
墓 

 
 
 
 
 
 

大
正
元
（1

9
1
2

）
年
八
月
十
一
日
、
長
男
泰
二
を
出
産
し
た
直
後
に
早
世
し
た
、
松
坡
・
鍈
の 

長
女
三
千
（
石
井
氏
）
の
墓
が
あ
る 

「
貞
静
院
釋
尼
證
道
信
女
」 

泰
二
は
松
坡
夫
妻
が
引
き
取
っ
て
養
育
し
た 

 
 
 
 
 
 

田
辺
家
之
墓 

鍈 
 

松
室
妙
鍈
大
姉 

昭
和
十
六
年
十
二
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

松
坡 

杏
庵
松
坡
居
士 

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
四
日 
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② 

妙
本
寺 

 
 

ａ
．
鎌
倉
市
大
町
比
企
ヶ
谷
に
あ
る
日
蓮
宗
妙
本
寺
派
本
山
。
山
号
は
長
興
山
。
本
尊
は
三
宝
祖
師
。
開 

山
は
日
朗
。
文
応
元
（1

2
6
0

）
年
、
比
企
能
本
の
草
創
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
一
説
に
は
文
永
十
一
（1

2
7
4

） 
年
、
比
企
氏
が
日
蓮
に
私
邸
を
喜
捨
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
応
永
二
十
九
（1

4
2
2

）
年
、
佐
竹
入 

道
常
元
（
山
入
與
義
）
が
寺
に
こ
も
り
足
利
持
氏
に
攻
め
ら
れ
た
際
に
当
寺
も
炎
上
、
永
禄
二
（1

5
5
9

） 

年
頃
に
は
復
興
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
本
門
寺
日
現
書
状
）。
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
を
は
じ
め
各
武 

将
は
そ
の
軍
勢
が
寺
内
で
狼
藉
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
豊
臣
秀
吉
も
同
様
の
禁
令
を
出
し
て
い
る
。
江 

戸
時
代
に
徳
川
家
康
が
寺
領
を
付
与
し
、
諸
堂
の
修
復
、
三
宝
諸
尊
の
再
興
、
釈
迦
堂
向
拝
、
鐘
楼
な 

ど
が
つ
く
ら
れ
た
。 

  
 

ｂ
．
片
野
玄
貞
と
の
交
友
（
Ｂ
．
③ 

参
照
） 

  
 

ｃ
．
島
田
日
雅
（
勝
存 

1
8
8
1
/8

2

～1
9
6
6

）
と
の
交
友 

 
 
 
 
 

明
治
三
十
六
（1

9
0
3

）
年
、
田
中
智
学
の
本
化
宗
学
研
究
大
会
（
大
阪 

1
9
0
3
.4

～1
9
0
4
.4

） 

 
 
 
 
 

に
参
加 

 

片
野
玄
貞
も
参
加 

 
 
 
 
 

翌
年
、
日
蓮
宗
を
脱
し
、
田
中
智
学
の
自
活
布
教
隊
に
入
る 

 
 
 
 
 
 

明
治
三
十
八
（1

9
0
5

）
年
、
日
蓮
宗
に
戻
る 

 
 
 
 
 
 

昭
和
二
（1

9
2
7

）
年
、
妙
本
寺
（
本
行
院
）
住
持
と
な
り
司
務
職
（
全
山
を
統
監
）
を
兼
ね
る 

  
 
 
 
 
 

「
上
人
汎
交
ヲ
喜
マ
ズ
。
然
レ
ド
モ
又
石
交
數
人
有
リ
。
片
野
玄
貞
、
田
村
靜
明
、
井
村
日
咸
、 

増
田
日
光
、
石
川
日
教
、
山
田
日
眞
、
横
山
仁
秀
是
ナ
リ
。
皆
宗
門
ノ
雋
タ
リ
。」 

『
日
雅
上
人
傳
・
日
雅
上
人
逸
事
』
柳
齋
塚
本
省
先
生
譔 
昭
和
四
十
三
（1

9
6
8

）
年
三
月 

十
一
日
増
補
版 

  
 
 
 
 

日
雅
上
人
の
妙
本
寺
晋
山
を
祝
っ
て
松
坡
が
詠
ん
だ
漢
詩 

 

東
海
潮
音
和
鼓
聲 

 

東
海
の
潮
音 

鼓
声
に
和
し 

 
 

 
 

 
 

須
期
獅
吼
萬
人
驚 

 

須
く
期
す
べ
し 

獅
吼
に
万
人
の
驚
く
を 

 
 

 
 

 
 

舌
鋒
磨
礪
降
魔
劍 

 

舌
鋒 

磨
砺
す 

降
魔
の
剣 

 
 

 
 

 
 

妙
法
鎌
山
第
一
城 

 

妙
法 

鎌
山 

第
一
の
城 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
雅
上
人 

『
日
雅
上
人
傳
・
日
雅
上
人
逸
事
』
よ
り 
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日
雅
上
人
、
片
野
玄
貞
、
横
山
仁
秀
ら
が
一
堂
に
会
し
た
記
録 

 
 
 
 
 
 

片
野
玄
貞
（
晃
陽
）
の
詩
（『
晃
陽
詩
鈔
』
よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 

詩
題 

「
田
中
巴
雷
先
生
患
眼
受
鎌
倉
大
林
國
手
治
數
十
旬
殆
得
快
明
將
還
一
江
一
夕
張
宴
要
山
香 

風
園
招
田
邊
翁
向
山
博
士
大
林
國
手
島
田
横
山
兩
師
及
予
特
使
兒
女
演
國
性
舞
踊
以
助
興
翁 

賦
七
律
一
篇
呈
巴
雷
先
生
先
生
次
韻
辱
似
乃
亦
用
原
韻
賦
所
懷
」
昭
和
三
（1

9
2
8

）
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
中
巴
雷
先
生
眼
を
患
い
、
鎌
倉
大
林
国
手
の
治
を
受
く
る
こ
と
数
十
旬
に
し
て
殆
ど
快 

明
を
得
、
将
に
一
江
に
還
ら
ん
と
す
。
一
夕
、
宴
を
要
山
香
風
園
に
張
り
、
田
邊
翁
・
向 

山
博
士
・
大
林
国
手
・
島
田
横
山
両
師
及
予
が
招
か
る
。
特
に
児
女
を
し
て
国
性
の
舞
踊 

を
演
ぜ
し
め
、
以
て
興
の
助
と
す
。
翁
、
七
律
一
篇
を
賦
し
巴
雷
先
生
に
呈
す
。
先
生
次 

韻
し
辱
く
も
似
す
。
乃
ち
亦
た
原
韻
を
用
い
て
所
懐
を
賦
す
。」 

  
 

ｄ
．『
鎌
倉
風
景
十
二
帖
』（
大
橋
康
邦
画
、
田
辺
松
坡
詩 

昭
和
八1

9
3
3

年
冬 

逗
子
開
成
学
園
蔵
） 

 
 
 
 
 

其
八
「
比
企
谷
」
詩 

 

林
壑
陰
深
樹
掩
天 

 

林
壑
陰
深
と
し
て 
樹 

天
を
掩
い 

法
華
堂
外
鼓
聲
傳 

 

法
華
堂
外 

鼓
声
伝
う 

幾
基
苔
碣
埋
幽
恨 

 

幾
基
の
苔
碣 

幽
恨
を
埋
め 

蘿
月
松
風
七
百
年 

 

蘿
月 

松
風 

七
百
年 

  
 

ｅ
．
名
木
海
棠
と
松
坡
の
漢
詩
碑 

 
 
 
 
 

「
◎
松
社
雅
集 

鎌
倉
比
企
谷
妙
本
寺
堂
前
に
は
古
く
よ
り
一
大
海
棠
あ
り
、
年
年
春
花
錦
の
如 

く
遊
人
絡
繹
す
る
も
花
に
關
し
て
詩
歌
な
き
を
憾
と
し
、
現
住
東
水
師
よ
り
松
坡
先
生
に
委
囑
す 

る
所
あ
り
そ
の
詩
碑
竣
成
せ
し
か
ば
十
月
廿
日
を
卜
し
、
竣
成
の
式
を
擧
ぐ
、
松
社
同
人
は
之
に 

參
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
午
前
十
時
半
小
雨
降
る
中
に
一
同
碑
前
に
參
集
、
住
持
の
讀
經
に
よ
り
式 

を
畢
り
樹
傍
に
於
て
撮
影
の
後
方
丈
に
歸
り
住
持
よ
り
挨
拶
併
に
植
樹
の
緣
起
説
明
、
松
坡
翁
よ 

り
、
詩
を
以
て
の
答
辭
あ
り
午
齋
の
饗
を
受
け
、
蟇
溪
松
社
雅
集
を
席
題
と
し
、
分
韻
聯
句
例
の 

如
く
、
各
自
の
句
を
箋
上
に
寫
し
散
會
せ
し
は
四
時
近
き
頃
な
り
き
。
下
略
」 

『
漢
詩
春
秋
』
第
二
十
二
巻
第
十
一
号
（1

9
3
8
.1

2
.1

）
の
松
社
同
人
萩
原
錦
江
の
報
告
記
事 

 

 
 
 
 

 

海
棠
花
下
吟 

 
 

 

海
棠
の
花
の
下
に
吟
ず 

嫩
葉
穠
葩
緑
擁
紅 

 

嫩
葉
（
ど
ん
よ
う
）
穠
葩
（
じ
ょ
う
は
） 

緑 

紅
を
擁
す 

 
 

 
 

 

祗
園
雨
霽
洽
光
風 

 

祗
園
の
雨 

霽
（
は
）
れ
て 

光
風
洽
（
あ
ま
ね
）
し 

 
 

 
 

 

山
僧
説
法
花
陰
午 

 

山
僧 

法
を
説
く 

花
陰
の
午 

 
 

 
 

 

髣
現
閻
浮
七
寶
宮 

 

髣
（
ほ
の
か
）
に
現
ず 

閻
浮
七
宝
の
宮 

  
 
 
 
 

碑
は
妙
本
寺
祖
師
堂
手
前
右
の
植
え
込
み
の
中
に
現
存 
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※ 

竣
成
式
の
折
に
詠
ま
れ
た
聯
句 

  
 

 
 

 
 

興
山
雨
集 

 

松
坡
題 

 
 

 
 

 
林
庭
細
雨
幽
意
長 

霞
汀 

 

林
庭 

細
雨 

幽
意
長
な
り 

 
 

 
 

 

中
島
霞
汀
（
賛
） 

長
興
山
上
風
凄
涼 

松
甫 

 

長
興
山
上 

風 

凄
涼
な
り 

 
 

 
 

 

池 

松
浦
（
幸
雄
） 

雲
樹
匼
匝
古
戦
場 

益
堂 

 

雲
樹 

匼
匝
す 

古
戦
場 

 
 

 
 

 
 

須
藤
益
堂
（
謙
） 

鎌
臺
詩
陣
文
氣
楊 

雲
洞 

 

鎌
台
の
詩
陣 

文
気
揚
が
り 

 
 

 
 

 

志
賀
雲
洞
（
十
郎
） 

有
文
有
武
旌
旆
張 

蘆
江 

 

文
有
り 

武
有
り 

旌
旆
を
張
る 

 
 

 

小
畠
蘆
江
（
歓
一
） 

名
花
名
山
聞
八
荒 
鶴
南 

 

名
花 

名
山 

八
荒
を
聞
く 

 
 

 
 

 

相
羽
鶴
南
（
清
次
） 

法
統
居
然
關
一
方 
梅
塢 

 

法
統 

居
然
と
し
て 

一
方
に
関
わ
り 

 

加
藤
梅
塢
（
郁
二
） 

安
國
論
成
輝
佛
光 

筠
陵 

 

安
国
論
成
り
て
仏
光
輝
く 

 
 

 
 

 
 

須
藤
筠
陵
（
久
蔵
） 

滌
除
玄
覽
老
與
荘 

東
水 

 
玄
覧
を
滌
除
す
る
は 

老
と
荘 

 
 

 
 

島
田
東
水
（
勝
存
） 

把
筆
來
上
東
公
堂 

錦
江 

 
筆
を
把
り
来
た
り
て 

東
公
堂
に
上
る 

 

萩
原
錦
江
（
彰
） 

烟
光
嵐
色
充
僧
房 

浩
堂 

 

烟
光 
嵐
色 

僧
房
に
充
つ 

 
 

 
 

 

富
岡
浩
堂
（
不
詳
） 

文
章
有
力
難
可
量 

蘭
山 

 

吾
輩
の
文
章 

無
盡
蔵 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
蘭
山
（
秀
樹
） 

知
與
名
字
千
載
芳 

梧
窗 

 

名
字
と
知
り 
千
載
芳
し 

 
 

 
 

 
 

井
上
梧
窻
（
義
方
） 

天
高
人
健
凄
似
霜 

琴
橋 

 

天
高
く 

人
健
や
か
に 

 
 

 
 

 
 

 

吉
井
琴
橋
（
不
詳
） 

蟇
谿
山
裏
薰
花
香 

妙
華 

 

蟇
谿
山
裏 

花
香
薫
る 

 
 

 
 

 
 

 

金
子
妙
華
（
光
和
） 

鐘
聲
一
杵
松
千
草 

洛
山 

 

鐘
声
一
杵 

松
千
草 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田
洛
山（
久
太
郎
） 

龍
魔
長
滅
妙
法
郷 

松
琴 

 

龍
魔
長
滅
す 

妙
法
の
郷 

 
 

 
 

 
 

山
本
松
琴（
盛
太
郎
） 

仍
想
爛
漫
春
海
棠 

松
坡 

 

仍
り
て
想
う 

爛
漫 

春
の
海
棠 

 
 

 

田
辺
松
坡（
新
之
助
） 

戊
寅
十
月
仲
浣
有
妙
本
寺
海
棠
詩
碑
落
成
之
式
松
社
同
人
亦
参
焉 

試
柏
梁
體
聯
句
松
坡
居
士 

 
 

 

松
坡
居
士 

 

戊
寅
十
月
仲
浣
、
妙
本
寺
海
棠
詩
碑
の
落
成
式
有
り
。
松
社
同
人
亦
た
参
ず
。 

 

柏
梁
体
の
聯
句
を
試
む 

松
坡
居
士 

  
 
 
 
 

こ
の
聯
句
が
記
さ
れ
た
詩
軸
が
妙
本
寺
に
あ
る 
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「
海
棠
花
下
吟
」
詩
碑 

妙
本
寺 

                   
 
 
 

「
興
山
雨
集
」
聯
句
詩
軸 

妙
本
寺
蔵 
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③ 

鶴
岡
八
幡
宮 

 
 

ａ
．
鎌
倉
市
雪
ノ
下
に
鎮
座
。
祭
神
は
応
神
天
皇
、
比
売
神
、
神
功
皇
后
の
三
座
を
祀
る
。
康
平
六
（1

0
6
3

） 

年
、
源
頼
義
は
鎌
倉
由
比
郷
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
（
現
在
の
末
社
由
比
若
宮
）
し
、
治
承
四
（1

1
8
0

） 
年
、
源
頼
朝
は
東
国
に
挙
兵
し
鎌
倉
に
入
る
と
、
社
を
小
林
郷
北
山
の
現
社
地
に
遷
し
、
都
市
鎌
倉
の 

中
心
に
据
え
た
。
以
後
八
幡
宮
は
、
源
氏
の
氏
神
、
幕
府
の
守
護
社
と
し
て
鎌
倉
御
家
人
ら
の
精
神
的 

支
柱
と
さ
れ
、
幕
府
の
公
的
行
事
の
場
と
な
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
の
発
展
に
伴
っ
て
機
構
が
整
備
さ
れ
、 

別
当
、
二
十
五
坊
の
供
僧
な
ど
が
置
か
れ
た
。「
鶴
岡
八
幡
宮
寺
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
仏 

習
合
の
典
型
で
あ
る
宮
寺
形
式
の
神
社
で
あ
り
、
神
主
に
大
伴
氏
が
補
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
社
内 

の
権
限
は
僧
侶
が
握
っ
て
い
た
。 

 
 
 
 

建
久
二
（1

1
9
1

）
年
、
社
殿
を
焼
失
し
た
た
め
、
裏
山
の
中
腹
を
切
り
開
い
て
本
社
（
上
宮
）
を
造 

営
、
山
下
の
若
宮
（
下
宮
）、
摂
末
社
も
整
い
、
面
目
を
一
新
し
た
。
若
宮
回
廊
に
お
け
る
静
御
前
の
舞
、 

社
頭
に
て
別
当
公
暁
に
三
代
将
軍
源
実
朝
が
殺
さ
れ
た
事
件
は
有
名
。
歴
代
将
軍
家
の
崇
敬
厚
く
、
鎌 

倉
幕
府
滅
亡
後
も
、
室
町
幕
府
の
鎌
倉
府
の
足
利
公
方
、
戦
国
期
の
後
北
条
氏
と
、
そ
の
信
仰
に
怠
り 

な
く
、
北
条
氏
綱
、
豊
臣
秀
吉
ら
に
よ
っ
て
社
殿
の
造
営
や
修
理
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
武
士
の
尊
崇
を 

集
め
た
。
近
年
、
そ
の
と
き
の
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
、 

一
時
疲
弊
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
と
く
に
昭
和
四
十
年
代
の
初
詣
で
人
口
の
増
大
に
の
っ
て
、 

八
年
間
初
詣
で
日
本
一
を
記
録
し
た
。
社
宝
に
は
籬
菊
螺
鈿
蒔
絵
硯
箱
、
正
恒
銘
太
刀
（
い
ず
れ
も
国 

宝
）
な
ど
が
あ
る
。
県
文
化
財
の
桃
山
期
神
輿
三
基
の
渡
御
す
る
例
大
祭
は
九
月
十
五
日
、
流
鏑
馬
神 

事
は
九
月
十
六
日
。 

  
 

ｂ
．「
新
年
雜
詠
」
其
二 

 

近
賃
蝸
盧
且
適
宜 

 
 

近
く
は
蝸
盧
を
賃
り 

且
く
宜
に
適
い 

衡
門
斜
對
鶴
陵
祠 

 
 

衡
門 

斜
め
に
鶴
陵
祠
に
対
す 

曳
笻
幽
逕
訪
殘
碣 

 
 

幽
逕
に
笻
を
曳
き 

残
碣
を
訪
い 

曝
背
小
軒
繙
古
詩 

 
 

背
を
小
軒
に
曝
し 

古
詩
を
繙
く 

豈
収
孤
高
誇
世
俗 

 
 

豈
に
孤
高
を
収
め 

世
俗
に
誇
り 

秪
應
迂
拙
了
生
涯 

 
 

秪
だ
応
に
迂
拙
に 

生
涯
を
了
え
ん
や 

新
年
更
喜
晴
連
日 

 
 

新
年 

更
に
喜
ぶ
は 

 

連
日
晴
れ 

探
遍
梅
花
竹
外
枝 

 
 

梅
花
を
探
遍
す 

竹
外
の
枝 

『
新
文
学
』
第
五
巻
第
五
号 

明
治
四
十
三
（1

9
1
0

）
年
一
月 

  
 
 
 

こ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
時
の
松
坡
の
住
ま
い
は
不
詳
（
現
、iza

鎌
倉
付
近
？ 

寿
福
寺
付
近
？
） 

  
 

ｃ
．『
鎌
倉
風
景
十
二
帖
』（
大
橋
康
邦
画
、
田
辺
松
坡
詩 

昭
和
八1933

年
冬 

逗
子
開
成
学
園
蔵
） 

 
 
 
 
 

其
一
「
鶴
岡
」
詩 

 

廟
樓
金
碧
儼
神
威 

 
 

廟
楼
金
碧 

神
威
儼
か
な
り 

山
色
氤
氳
覇
業
非 

 
 

山
色
氤
氳
と
し
て 

覇
業
に
非
ず 

細
雨
毛
空
春
稍
半 

 
 

細
雨
毛
空 

春
稍
く
半
ば
な
り 

劫
餘
楊
柳
翠
依
依 

 
 

劫
余
の
楊
柳 

翠 

依
依
た
り 
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ｄ
．「
鎌
倉
十
二
景
圖
卷
」
の
献
納 

 
 
 
 
 

昭
和
十
（1

9
3
5

）
年
七
月
、
大
橋
康
邦
画
、
田
辺
松
坡
詩
并
跋
、
南
次
郎
題
の
「
鎌
倉
十
二
景 

 
 
 
 

圖
卷
」（
二
卷
）
が
鶴
岡
八
幡
宮
に
献
納
さ
れ
た 

 
 
 
 
 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
に
献
納
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
記
念
写
真
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 

（
写
っ
て
い
る
の
は
、
大
橋
康
邦
、
田
辺
松
坡
、
南
次
郎
、
八
幡
宮
宮
司
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
時
、
康
邦
・
松
坡
・
南
は
鎌
倉
同
人
会
会
員
だ
っ
た 

 
 
 
 
 

献
納
さ
れ
た
図
巻
は
現
在
鶴
岡
八
幡
宮
が
所
蔵
し
て
い
る 

  
 

ｅ
．
雪
洞
祭
り
へ
の
詩
の
奉
納 

 
 
 
 
 

昭
和
十
三
（1

9
3
8

）
年 

第
一
回 

  
 
 
 
 

神
域
森
厳
紫
翠
堆 

 
 

神
域
森
厳
と
し
て 

紫
翠
堆
（
ウ
ズ
タ
カ
）
し 

 
 

 
 

 

廟
門
高
聳
鬱
崖
嵬 

 
 

廟
門
高
く
聳
え 

鬱
崖
嵬
（
カ
イ
）
た
り 

 
 

 
 

 

階
前
稽
顙
群
男
女 

 
 

階
前
に
稽
顙
（
ケ
イ
ソ
ウ
）
す 

群
男
女 

 
 

 
 

 

一
意
齋
祈
戦
勝
来 

 
 

一
意
に
齋
祈
す 
戦
勝
の
来
た
ら
ん
こ
と
を 

 
 

 
 

 
 

 

田
邊
新 

拝
具 

  
 
 
 

以
後
、
昭
和
十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
八
年
に
も
奉
納
（
い
ず
れ
も
漢
詩
） 

松
坡
の
次
男
至
も
戦
後
十
回
、
十
五
点
の
画
を
奉
納 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪
洞
祭
り
奉
納
詩
（
稿
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
蔵
） 
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④ 

そ
の
他 

 
 

ａ
．
円
覚
寺 

釈
宗
演
と
の
親
交 

 

詩
を
贈
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
田
翁
頌
徳
碑
（
大
正
三1

9
1
4

年
十
二
月 

玉
縄
小
学
校
内
） 

釈
宗
演
の
撰
文
・
題
で
松
坡
の
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

雲
関
和
尚
と
の
親
交 

後
に
、
雲
関
和
尚
が
住
し
た
沼
津
大
中
寺
を
訪
ね
、
詩
を
詠
じ
て 

い
る 

同
寺
に
詩
軸
が
多
数
伝
来 

 
 
 
 
 
 
 
 

帰
源
院
で
松
社
の
詩
会 

 
 

ｂ
．
建
長
寺 

釈
宗
演
と
の
親
交 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
立
正
呉
と
の
親
交 

漢
詩
講
義
（
Ｃ
．
① 

参
照
） 

ｃ
．
瑞
泉
寺 

松
堂
和
尚
と
の
親
交 

 
 
 
 
 
 
 
 

瑞
泉
寺
を
詠
じ
た
作
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

徧
界
一
覧
亭
の
再
建
（
昭
和
十1

9
3
5

年
、
昭
和
十
二1

9
3
7

年
）
に
際
し
、
松
社
の
月
例 

会
を
催
す 

そ
の
際
に
松
坡
が
詠
じ
た
詩
（
七
言
律
詩
二
首
）
が
詩
軸
に
仕
立
て
ら
れ
て
、 

松
堂
和
尚
に
贈
ら
れ
た 

現
在
、
瑞
泉
寺
が
所
蔵 

                  
 

ｄ
．
英
勝
寺 

松
社
の
詩
会
が
し
ば
し
ば
開
か
れ
て
い
る 

 
 

ｅ
．
大
巧
寺 

片
野
玄
貞
と
の
親
交 

玄
貞
没
後
、『
晃
陽
詩
鈔
』
を
松
坡
が
編
む 

 
 

ｆ
．
光
則
寺 

横
山
仁
秀
と
の
親
交 

 
 

ｇ
．
鎌
倉
宮 

鎌
倉
宮
を
詠
じ
た
作
あ
り 

鎌
倉
宮
碑
建
立
に
尽
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

巌
谷
一
六
撰
、
松
方
正
義
書 

    

 

松
坡
文
庫
研
究
会 

事
務
局 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 
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